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第 25期 第 29回 北広島市農業委員会総会議事録 

 

令和7年 10月 28日（火）13時 30分、第29回北広島市農業委員会総会を北広島市役所5階委員会

室に招集する。 

 

１  議事日程 

日程第1  議事録署名委員の指名 

日程第2  会期の決定 

日程第3  報告第1号  農地法第3条の3の届出による専決処分について 

日程第4  報告第2号  現況証明願による専決処分について 

日程第5  議案第1号  現況証明願について 

日程第6  議案第2号  農地法第3条の規定による許可申請について 

日程第7  議案第3号  農地法第5条の規定による許可申請について 

日程第8  議案第4号  農地・非農地判断について 

日程第9  議案第5号  現地調査委員の指名について 

日程第10  その他 諸報告 

 

２ 応招委員  1番 茶木 義行 委員  2番 安宅 一夫 委員  3番 山田 智美 委員  

２ 応招委員  4番 宮北  輝 委員  5番 佐々木 珠惠 委員 6番 佐藤 芳之介 委員  

２ 応招委員  7番 三戸   修 委員 

 

３ 農地利用最適化推進委員出席者  阿部 知博 委員 坂本 勝則 委員 田村 智幸 委員 

塚本 能信 委員 森越 信幸 委員 

 

 事務局出席者  事務局長 柴 清文   事務局次長 山田 孝博   主査 佐野 央馬 

 事務局出席者  主査 新川 吾朗    主事 河野 うらら      

 

 

（開会宣言  13時 30分） 
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議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

＜日程第1：「議事録署名委員の指名」＞ 

日程第1、「議事録署名委員の指名」を行います。本日の署名委員として総会規則第13条

の規定により4番 宮北委員、5番 佐々木委員、以上2名を指名いたします。 

 

＜日程第2：「会期の決定」＞ 

日程第2、「会期の決定について」お諮りいたします。本会議の会期は、令和7年10月 28

日、本日1日と決したいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。会期は本日1日と決しました｡ 

 

＜日程第3：報告第1号「農地法第3条の3の届出による専決処分について」＞ 

 報告第1号「農地法第3条の3の届出による専決処分について」を議題といたします。事

務局から、報告案件の説明をお願いいたします。 

報告第1号 農地法第3条の3の届出による専決処分についてご説明いたします。 

今回は1件の届出が出されております。 

番号1、場所は ○○ の5筆で、合計面積は50,944㎡であり、権利取得者は ○○ 氏、

前所有者は ○○ 氏であります。あっせんの希望はなく、令和7年10月 10日に専決処分

しております。以上です。 

報告案件の説明が終わりました。これより質疑を行います。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。報告第 1 号は、報告のとおり承認することにご異議ございません

か。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。報告第1号は、報告のとおり承認することに決しました。 

 

＜日程第4：報告第2号「現況証明願による専決処分について」＞ 

 報告第2号「現況証明願による専決処分について」を議題といたします。事務局から、報

告案件の説明をお願いいたします。 

報告第2号 現況証明願による専決処分についてご説明いたします。 

今回は2件の願出が出されております。 

番号1、願出地は ○○ の 1筆で、 ○○ 橋を ○○ 方面に向かって渡り、東に140

ｍほど進んだ先に位置する土地で、面積は1,417㎡であり、願出人は ○○ 氏で、所有者

は ○○ 氏であります。願出目的は、地目変更登記のためであり、令和 7年 9月 24 日に

事務局にて現地を確認し、非農地と認定しております。以上です。 

番号2、願出地は ○○ の 1筆で、 ○○ 線沿いの ○○ 付近に位置する土地で、

面積は20㎡であり、願出人は ○○ 氏で、所有者は ○○ 氏であります。願出目的は、

地目変更登記のためであり、令和 7年 10 月 9日に事務局にて現地を確認し、非農地と認定

しております。以上です。 

報告案件の説明が終わりました。これより質疑を行います。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。報告第 2 号は、報告のとおり承認することにご異議ございません

か。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。報告第2号は、報告のとおり承認することに決しました。 

 

＜日程第5：議案第1号「現況証明願について」＞ 

議案第1号「現況証明願について」を議題といたします。事務局から、議案の説明をお願

いいたします。 

議案第1号現況証明願について提案理由を説明いたします。 
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塚 本 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は3件の願出が出されております。 

番号1、願出地は ○○ の 3筆で、面積は1,152㎡であります。願出人は、 ○○ 氏、

所有者は ○○ 氏であり、願出目的は、地目変更登記のためであります。 

番号2、願出地は ○○ の 1筆で、面積は71㎡であります。願出人は、 ○○ 氏、所

有者は願出人 ○○ 氏であり、願出目的は、地目変更登記のためであります。 

番号3、願出地は ○○ で、面積は991㎡であります。願出人は ○○ 氏、所有者は 

○○ 氏であり、願出目的は、地目変更登記のためであります。 

令和7年 10月 20日に宮北委員、佐々木委員、塚本委員の3名にて現地査委員会を開催し

ております。ご審議のほどよろしくお願いします。 

議案の説明が終わりました。この案件につきましては、現地調査委員会による現地調査が

実施されていますので、塚本委員長より調査結果の報告をお願い致します。 

 令和7年 10月 20日、現況証明願による現地調査を宮北委員、佐々木委員、私の3名で実

施しましたので、結果についてご報告いたします。 

番号1、願出人 ○○ 氏、所有者 ○○ 氏による願出でございますが、議案書7ペー

ジにあるとおり、場所は ○○ 地区で、 ○○ の牛舎付近に位置する土地でございます。 

令和4年度に現況証明願による非農地認定がされており、現地の状況は、認定当時と変わ

っていないことを確認し、「非農地」と認定いたしました。 

番号2、願出人 ○○ 氏、所有者 ○○ 氏による願出でございますが、議案書8ペー

ジにあるとおり、場所は ○○ 地区で、 ○○ 付近に位置する土地でございます。 

この土地は、平成 23 年度に非農地通知が発出されており、現地の状況は、認定当時と変

わっていないことを確認し、「非農地」と認定いたしました。 

番号3、願出人 ○○ 氏、所有者 ○○ 氏による願出でございますが、議案書8ペー

ジにあるとおり、場所は ○○ 地区で、 ○○ 付近に位置する土地でございます。 

この土地は、令和3年度に非農地通知が発出されており、現地の状況は、認定当時と変わ

っていないことを確認し、「非農地」と認定いたしました。 

 以上、現地調査結果報告といたします。 

ご苦労様でした。これより質疑を行います。何かございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。議案第 1 号は、提案のとおり決定することにご異議ございません

か。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。議案第1号については、提案のとおり決定いたしました。 

 

＜日程第6：議案第2号「農地法第3条の規定による許可申請について」＞ 

議案第2号「農地法第3条の規定による許可申請について」を議題といたします。事務局

から、議案の説明をお願いいたします。 

議案第2号 農地法第3条の規定による許可申請について、提案理由を説明いたします。 

今回は3件の申請が出されており、全て売買の申請でありますが、番号1と番号2は譲受

人が共通するものです。 

番号1、申請地は ○○ の 4筆で、面積は2,164㎡の売買であります。譲渡人は ○○ 

氏、譲受人は ○○ 氏であります。4筆中3筆が過去利用状況調査にて非農地と認定した

土地であり、本来は現況地目が農地であることを確認した後に申請をするべきものと思いま

すが、農地法第3条の現地調査時に併せて現況の確認を行っております。権利移転の目的は 

○○ 氏の新規参入のためであります。 

番号2、申請地は ○○ の 1筆で、面積は4,057㎡の売買であります。譲渡人は ○○ 

氏、譲受人は番号1と同じく ○○ 氏であります。こちらも過去の利用状況調査において

非農地と認定した土地でありますので、番号1同様、現況の確認を併せて行っております。

権利移転の目的は ○○ 氏の新規参入のためであります。 

番号3、申請地は ○○ の 4筆で、面積は9,014㎡であります。譲渡人は ○○ 氏、
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議 長 

 

譲受人は ○○ 氏であります。権利移転の目的は永井氏の新規就農のためであります。 

番号1・番号2につきましては、令和7年10月 20日に地区担当委員である、宮北委員、

佐々木委員、阿部委員の3名にて現地調査委員会を開催しております。番号3につきまして

は、令和7年10月21日に地区担当委員である、茶木委員、安宅委員、田村委員の3名にて

現地調査委員会を開催しております。ご審議のほどよろしくお願いします。 

議案の説明が終わりました。この案件につきましては、地区担当委員による現地調査が実

施されていますので、番号1・番号2について佐々木委員より調査結果を報告願います。 

令和7年 10月 20日、農地法第3条許可申請による現地調査を宮北委員、阿部委員、私の

3名で実施しましたので、結果についてご報告いたします。 

番号 1、譲渡人 ○○ 氏、譲受人 ○○ 氏による申請、並びに番号 2、譲渡人 ○○ 

氏、譲受人 ○○ 氏による申請ですが、新規参入による売買契約であり、現地及び許可申

請書等を確認し、譲受人本人に現地にて聞き取りを行い、過去非農地認定されていた部分に

ついても農地として復元されているため、譲受人である ○○ 氏が申請地を計画どおり耕

作可能であることを確認いたしました。 

以上、現地調査結果報告といたします。 

ご苦労様でした。次に、番号3について、安宅委員より現地調査結果の報告をお願いいた

します。 

令和7年 10月 21日、農地法第3条許可申請による現地調査を茶木委員、田村委員、私の

3名で実施しましたので、結果についてご報告いたします。 

番号1、譲渡人 ○○ 氏、譲受人 ○○ 氏による申請ですが、新規就農による売買契

約であり、現地及び許可申請書等を確認し、譲受人本人に現地での聞き取りを行い、譲受人

である ○○ 氏が申請地を計画どおり耕作可能であることを確認いたしました。 

以上、現地調査結果報告といたします。 

ご苦労様でした。これより質疑を行います。 

（「質疑なし。」の声） 

 質疑なしと認めます。議案第2号は、すべて許可と決定することにご異議ございません

か。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。議案第2号は、すべて提案のとおり決定いたしました。 

 

＜日程第7：議案第3号「農地法第5条の規定による許可申請について」＞ 

議案第3号「農地法第5条の規定による許可申請について」を議題といたします。事務局

から、議案の説明をお願いいたします。 

議案第3号 農地法第5条の規定による許可申請について提案理由を説明いたします。 

今回は3件の申請が出されております。 

番号1、申請地は ○○ の 1筆で、面積は20,559㎡であり、譲渡人は ○○ 氏、譲受

人は ○○ 氏であります。権利移転の内容は資源リサイクル資材の保管および駐車場の設

置のための永久転用に伴う売買であり、転用期間は許可日から永年となっております。 

なお、事前に送付した議案書では農地区分を農用地区域内農地と記載しておりましたが、

正しくは第2種農地となります。 

番号2、申請地は ○○ の 2筆で、合計面積は8,906㎡であり、譲渡人は ○○ 氏、

譲受人は ○○ 氏であります。権利移転の内容は資機材置場の設置のための永久転用に伴

う売買であり、転用期間は許可日から永年となっております。 

番号3、申請地は ○○ の 2筆で、合計面積は967.23㎡を利用するものであり、貸主は 

○○ 氏、借主は ○○ 氏であります。転用目的は、雪堆積場所としての利用であり、転

用期間は許可日から令和 8年 5月 31 日までとなっております。ご審議のほどよろしくお願

いします。 

議案の説明が終わりました。ここで休憩が求められておりますので、暫時休憩いたします。

（暫時休憩） 
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茶 木 委 員 

 

事 務 局 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

休憩を解き再開いたします。これより番号1について質疑を行います。何かございません

か。宮北委員どうぞ。 

リサイクル資材の保管場所の設置ということですが、どのようなものなのかということ

と、駐車場の設置とは所在を申請地にもってくるということですか。 

まず、リサイクル資材についてですが、建物の解体工事を受注しているということで、主

に建物の瓦礫、木材、木くず、廃タイヤを保管するということで計画されております。車両

については、22台予定されており、ダンプやショベルといった大型の車両ということで計画

されております。以上です。 

ほかに何かございませんか。事務局どうぞ。 

農地法の農地区分についてですが、今回については第2種農地ですが、申請場所でしかで

きない理由が整理されていれば、転用許可が可能というものになっております。農地区分で

一番厳しい区分は、農用地区域内農地で、原則転用不許可の区域でございます。その次に厳

しい区分は、甲種農地で農用地区域内農地に隣接する集団的な優良農地で、こちらも原則不

許可というところになります。この次に出てくる区分が、第2種農地、第3種農地で、第3

種農地は市外化区域内や市街化区域に近いところの農地で、ほぼ市街化区域の地域を指して

おりまして、こちらは許可相当となっており、その間が第2種農地で、先ほどお伝えしたと

おり許可が可能ですが、要件を要確認しなければならないものとなっております。今後のた

めにお伝えさせていただきました。なお、本件につきましては、申請者の作成書類の中で、

地元農業者への説明状況を記載したものがありますが、本日地元農業者から相談があり、申

請書類の記載内容に不備の疑いが見受けられております。以上です。 

補足説明が終わりました。質疑ございませんか。番号1については、申請内容に確認が必

要なことがあるということですので、継続審議という対応にしたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

（「異議なし。」の声） 

それでは、番号1については継続審議とさせていただきます。 

次に、番号2・番号3について質疑を行います。何かございませんか。茶木委員どうぞ。 

番号3については、昨年は雪捨て場のような使い方だと思いますが、番号2についても、

同様の使い方と捉えてよろしいでしょうか。 

番号2につきましては、今回の申請は排雪をする重機及び従業員の駐車スペースとして活

用したいということです。重機の台数としては45台、従業員の台数としては43台分という

ことで計画されております。近隣に農地以外の土地があり、そちらに雪を堆積したいという

ことでございます。以上です。 

ほかに何かございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。番号2・番号3について許可相当とすることにご異議ございません

か。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。議案第3号は、番号1は継続審議とし、番号2・番号3について

は、北海道農業会議へ意見を聴取した後、許可相当と意見を付し、石狩振興局長へ送付する

ことに決定いたしました。 

 

＜日程第8：議案第4号「農地・非農地判断について」＞ 

議案第4号「農地・非農地判断について」を議題といたします。事務局から、議案の説明

をお願いいたします。 

議案第4号 農地・非農地判断について提案理由を説明いたします。 

農地の利用状況調査につきましては、各地区担当委員にわかれて計4回の調査を行いまし

た。調査へのご協力ありがとうございました。 

今年度の調査結果の案につきましては、議案書 28 ページ別紙農地・非農地判断リストの

とおりとなっております。 
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表の下の部分に集計が記載されており、遊休農地緑区分については、24筆約13.4haとな

っており、黄色区分については該当なしで、昨年度と比較すると約 3.7ha 増加しておりま

す。 

非農地については、5筆、約0.9haとなっております。 

農地利用状況調査の今後の手続きについて、ご説明いたします。今後の手続に関しまして、

まず遊休農地と判断された農地の所有者に対して、利用意向調査を実施します。利用意向調

査の内容といたしましては、今後の農地の利活用について、自分で管理・耕作をするのか、

賃貸・売買の意向はあるのか、農地中間管理機構等への貸付希望があるのかなどを調査いた

します。調査期間は送付から1か月以内となっており、11月中に回答を求めます。調査の結

果、中間管理機構への貸付を希望する方につきましては、中間管理機構に通知をいたしまし

て、農地の利用を出来るかどうかの調整をする運びとなります。売買、賃貸等を希望の場合

は、地区担当委員の皆様と相談させていただきながら、希望者を探す形となります。自己利

用の場合について、意思の表明から6か月後の現地を確認し、意向どおりであれば問題あり

ませんが、利用等がされていない場合については、勧告等を行う必要があります。回答がな

い場合や農地の利用等が認められない場合も同様に勧告等の対象となります。非農地と判断

された農地所有者に対しましては、非農地通知書を発送いたします。以上です。 

議案の説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。議案第4号については、提案のとおり決定することにご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。議案第4号については、提案のとおり決定いたしました。 

 

＜日程第9：議案第5号「現地調査委員の指名について」＞ 

議案第5号「現地調査委員の指名について」を議題といたします。現地調査委員の指名に

つきましては、現況証明事務処理規程第5条の規定により、私から指名いたします。農業委

員の調査委員として3番 山田委員、6番 佐藤委員、推進委員の調査委員として田村委員、

調査補充委員として、農業委員は1番 茶木委員、推進委員は森越委員を指名いたします。 

 

＜日程第10：「その他、諸報告について」＞ 

 諸報告を行います。事務局から発言を求められておりますので、これを許します。 

諸報告を行います。私からご報告させていただきます。まず、次回の第 30 回農業委員会

総会につきましては、令和7年 11月 26日水曜日、午後1時 30分から北広島市役所5階委

員会室で予定をしております。次に、会長と事務局の動静報告についてでございます。9月

10 月につきましては、記載のとおりでございます。11 月ですが 8 日に新規就農フェアがご

ざいまして、13時から札幌市のジョブキタプラザで開催される予定でございます。推進委員

の皆様には事前にご案内しておりますが、本日確認をさせていただきたいと思いますので、

後ほど事務局でお声がけさせていただきます。よろしくお願いいたします。14日には、令和

7年度地区別農業委員最適化推進委員研修会が13時30分から自治労会館にて開催されます

のでご参加のほど、よろしくお願いいたします。事務局では JR で移動を考えております。

今のところ 12 時 36 分の JR に乗り行きたいと考えております。もし、事務局と一緒に行く

方がおりましたら時間までに北広島駅までお願いいたします。お昼ご飯につきましては、済

ませてから来ていただけたらと思います。こちらにつきましても、後ほど10月 30日までに

農業委員会まで出欠のご連絡をいただけたらと思います。出欠の報告の関係で、30日までに

ご連絡がない方につきましては、出席扱いとしますのでご了承ください。26日は農業委員会

総会でございます。続きまして、次回の現地調査委員会の日程につきましてですが、一応仮

ということになりますが、11 月 17 日月曜日、午後 1 時 00 分を集合予定としておりますの

でご参集のほどよろしくお願いいたします。調査委員につきましては、山田委員、佐藤委員、

田村委員、また、調査補充委員の茶木委員、森越委員となりますので、よろしくお願いいた
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します。次に、事務局の人事異動の関係ですが、現地パトロールの際にご挨拶させていただ

きましたが、農業委員会に平間という事務職員が新規採用となっております。農政課に配属

ですが、農業委員会に併任ということで発令しております。本日は所要で休暇をいただいて

おりましてご挨拶できないため、次回の総会でご挨拶させていただきたいと思います。続き

まして、チラシをお配りしておりますが、12月 19日に石狩地方農業委員会連合会の道内研

修ということですが、道内と言っておりますが札幌市で座学となります。今までは道内の会

長の視察ということで、会長と事務局長が出席していたものがありますが、座学研修を実施

したいということになりました。石狩地方連としても、農業委員・推進委員の活躍のための

基礎知識を知っていただきたいという場を設けるために座学研修を設けておりますので、是

非、農業委員・推進委員の皆様にご参加いただきたいと思います。こちらにつきましても10

月 30 日までに回答ください。こちらも先ほど同様に、回答のない方につきましては参加と

させていただきますのでご承知おきください。同日に懇親会もございますのでそちらの回答

も併せてお願いいたします。続きまして、北広島市長との意見交換会ということで、例年12

月総会後に農業委員会委員協議会で懇親会の場を設けさせていただきまして、その場に市長

を招待し意見交換会という想定をしておりますので、役員の皆様にお諮りしますのでよろし

くお願いいたします。これとは別に、懇親会の場で市長との意見交換は難しいかと思い、総

会の後に市長に来ていただき、農業委員の皆様と直近の情勢や農業委員会として市長に伝え

ていきたいこと等を意見交換できたらと思っております。市長にはお伝えしており、了承し

ていただいておりますので、農業委員の皆様のご意見もいただきたいと考えております。最

後に、お配りしました資料に農業委員会の概要というものを作成しておりますので、農業委

員・推進委員の活動の参考資料としてお読み取りいただければと思いますので、よろしくお

願いいたします。以上です。 

ほかに何かございませんか。皆さまからなければ以上をもちまして第 29 回北広島市農業

委員会総会を閉会といたします。ご苦労様でした。 
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（閉会宣言  14 時 30 分） 

 
 

 以上、総会議事を記録し、正確を期するためここに署名する。 
 
 
令和  年  月  日   
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